
本
校
職
員
で
あ
る
林
田
雄

介
教
諭
（
３
年
４
組
担
任
）
が
、

龍
踊
に
、
六
番
衆
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
日
々
猛
練
習
に

励
み
、
筋
肉
モ
リ
モ
リ
に
な
っ

て
い
る
林
田
先
生
が
、
今
回

意
気
込
み
を
寄
稿
し
て
く
れ

ま
し
た
。

私
は
来
月
７
～
９
日
に
開

催
さ
れ
る
「
長
崎
く
ん
ち
」
に

五
嶋
町
・
龍
踊
の
龍
衆
（
六
番

衆
）と
し
て
出
場
し
ま
す
。

私
が
今
回
く
ん
ち
に
参
加

し
た
い
と
思
っ
た
理
由
は
、

生
徒
の
皆
さ
ん
の
姿
に
あ
り

ま
す
。
地
域
学
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
行
事
へ
の

参
加
な
ど
、
「
誰
か
の
た
め
に

何
か
を
す
る
」
を
実
践
し
て

い
る
桜
中
生
。
そ
の
よ
う
な

姿
を
見
て
、
「
自
分
が
育
っ
た

地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
？
」
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
目
に
留

ま
っ
た
の
が
、
龍
衆
募
集
の

チ
ラ
シ
。
思
い
切
っ
て
申
し
込

み
ま
し
た
。
今
年
３
月
、
基
礎

と
な
る
体
力
づ
く
り
か
ら
始

ま
り
、
６
月
１
日
の
小
屋
入

り
か
ら
は
週
３
回
の
稽
古
、

７
月
下
旬
か
ら
は
場
所
踏
み

稽
古…

正
直
、
何
度
も
諦
め

か
け
、
辞
め
よ
う
と
す
ら
思

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
稽
古
を
重
ね
る
う

ち
に
全
く
上
が
ら
な
か
っ
た

龍
体
を
少
し
ず
つ
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「高
く
！
早

く
！
」
。
数
㎝
、
数
秒
に
最
後

ま
で
こ
だ
わ
り
、
残
り
の
稽

古
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
番
３
日
間
は
平
日
な
の

で
、
皆
さ
ん
が
見
ら
れ
る
の

は
夕
方
以
降
の
時
間
に
な
り

ま
す
が
、
見
か
け
た
時
は
「
ヨ

イ
ヤ
ー
」
「
モ
ッ
テ
コ
ー
イ
」
の

掛
け
声
、
「招
宝
（チ
ャ
ア
パ
ア
）」

の
手
拍
子
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
援
が
力
に
な
り

ま
す
。
庭
先
回
り
は
前
日
が

白
龍
、
中
日
・
後
日
が
青
龍
を

握
る
予
定
で
す
。

地
域
と
と
も
に
成
長
し
て

い
る
桜
中
生
に
負
け
な
い
よ

う
、
そ
し
て
私
も
「桜
の
誇
り
」

に
な
れ
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と

へ
の
感
謝
の
恩
返
し
と
し
て

３
日
間
龍
を
振
っ
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
２
学
期
以
降
課

題
に
し
た
い
評
価
」
「
改
善
し

た
い
評
価
」
を
一
部
抜
粋
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
「
分
か
ら
な
い
こ
と
や
詳

し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
、
自
分
で
学
び
方

を
考
え
、
工
夫
す
る
こ
と
は

で
き
て
い
ま
す
か
」

（
本
校
７
６
．
０
・
長
崎
県
７

６
．
０
・全
国
７
８
．
６
）

②
「
学
校
の
授
業
時
間
以
外

に
、
普
段
、
１
日
当
た
り
ど
れ

く
ら
い
の
時
間
、
勉
強
を
し

ま
す
か(

学
習
塾
も
含
む)

。
」

（
「
３
０
分
以
上
学
習
す
る
」

と
回
答
し
た
生
徒
）

（
本
校
３
３
．
６
・
長
崎
県
３

７
．
５
・全
国
３
６
．
４
）

③
「
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど

学
校
が
休
み
の
日
に
、
１
日

当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、

勉
強
を
し
ま
す
か
」
（
「
２
時

間
以
上
学
習
す
る
」
と
回
答

し
た
生
徒

(

本
校
５
２
．
０
・
長
崎
県
６

３
．
２
・全
国
６
３
．
０
）

④
「新
聞
を
読
ん
で
い
る
」

（
本
校
１
５
．
０
・長
崎
県
１
４
．

７
・全
国
１
７
．
０
）

⑤
「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
」

（
本
校
６
２
．
４
・
長
崎
県
６

７
．
６
・全
国
６
６
．
３
）

⑥
「
困
り
ご
と
や
不
安
が
あ

る
時
に
、
先
生
や
学
校
に
い

る
大
人
に
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
」

（
本
校
６
２
．
４
・
長
崎
県
６

３
．
１
・全
国
６
７
．
５
）

⑦
「
私
は
、
自
分
に
必
要
な
学

習
を
自
覚
し
、
計
画
を
立
て
、

粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る(

塾
も
含
む)

。
」

（
生
徒
８
１
％
・
保
護
者
６
８

％
・教
職
員
７
２
％
）

⑦(

生
徒)

「
私
は
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
を
活
用
し
て
学
習
に

取
り
組
む
意
欲
や
態
度
が
高
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桜
中
だ
よ
り

「より早く，より高く」にとことんこだわる雄介先生の勇士を応援しよう

ヨ
イ
ヤ
！

モ
ッ
テ
コ
ー
イ
！

ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
の
恩
返
し

全
国
学
習
状
況
調
査

く
ん
ち
、
頑
張
れ
！

今
年
の
長
崎
く
ん
ち
に
参
加
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は

２
号
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
の
生
徒
も

参
加
し
ま
す
。

○
八
坂
町
自
治
会

年
番
町
・御
神
輿

松
永

理
央
さ
ん
（２
年
３
組
）

頑
張
っ
て
ね
。
応
援
し
て
る
よ
。

調
査
結
果
か
ら
見
え
る
こ
と
（
そ
の
２
）

学
校
評
価

Administrator
長方形



ま
っ
た
」

(
教
師)

「私
は
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
て
生
徒
の
学
習

に
取
り
組
む
意
欲
を
高
め
て

い
る
」

(

保
護
者)

「学
校
は
、
ク
ロ
ー

ム
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
図
っ
て

い
る
」

（
生
徒
７
６
％
・
保
護
者
７
１

％
・教
職
員
７
９
％
）

⑧
「
私
は
、
地
域
の
文
化
や
歴

史
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て

い
る
」

（
生
徒
８
１
％
・
保
護
者
６
４

％
・教
職
員
８
３
％
）

⑨
「
私
は
、
本
を
読
む
こ
と
が

好
き
で
あ
る
」

（
生
徒
７
２
％
・
保
護
者
５
２

％
・教
職
員
７
９
％
）

今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、

「
自
律
し
た
学
習
者
の
育
成
」

「
将
来
の
夢
や
目
標
の
明
確

化
」「
困
り
ご
と
へ
の
相
談
」
の

３
つ
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

一
点
目
の
課
題
は
、「
自

律
し
た
学
習
者
の
育
成
」。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

の
①
「
分
か
ら
な
い
こ
と
や

詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
、
自
分
で
学
び
方

を
考
え
、
工
夫
す
る
こ
と
は

で
き
て
い
ま
す
か
」
（
本
校
７

６
．
０
・
長
崎
県
７
６
．
０
・
全

国
７
８
．
６
）
や
、
質
問
項
目

②
③
か
ら
も
、
平
日
、
休
日
と

も
に
学
校
の
授
業
時
間
以
外

の
学
習
時
間
が
短
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
⑦
「
私
は
、
自
分
に

必
要
な
学
習
を
自
覚
し
、
計

画
を
立
て
、
粘
り
強
く
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
」
に
つ
い

て
も
、
過
去
３
年
間
の
結
果

で
は
、
横
ば
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
大
き
な
課
題
で
す
。

本
校
生
徒
は
、
与
え
ら
れ
た

課
題
へ
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
、
自
主
的
・
主

体
的
な
学
び
に
つ
い
て
は
課

題
で
、
生
徒
た
ち
に
促
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
た
ち
教
職
員
は
、
夏
の
校

内
研
修
に
お
い
て
、
文
科
省

や
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
で

の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
現
長

崎
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学

校
の
鶴
田
教
頭
先
生
を
講
師

と
し
て
招
き
、
「
自
律
し
た
学

習
者
の
育
成
に
向
け
て
」
と

い
う
表
題
で
、
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
授
業
改
善
に
つ
い

て
、
「
普
段
の
授
業
の
中
で
、

学
習
内
容
の
指
導
に
終
始
し

て
い
な
い
か
。
学
習
方
法
の

指
導
は
行
っ
て
い
る
か
」
を
見

直
す
こ
と
や
、
「
外
発
的
動
機

付
け
を
育
む
仕
掛
け
」
が
必

要
で
あ
る
こ
と
で
す
。
早
速
、

９
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
学
ぶ
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
や
授

業
外
の
学
び
の
一
つ
と
し
て
、

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
活

用
し
て
、
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
に
は
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
問
題
を
解
く
だ
け
で

は
な
く
、
人
（
友
人
・
先
生
・
保

護
者
）
が
関
わ
り
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
（
褒
め
た
り
、
認
め
た

り
、
促
し
た
り
、
励
ま
し
た
り
、

指
摘
し
た
り
）
が
な
い
と
長

続
き
し
な
い
こ
と
や
、
Ａ
Ｉ

ド
リ
ル
が
向
く
生
徒
も
い
れ

ば
、
向
か
な
い
生
徒
も
い
る

（文
字
に
書
き
起
こ
す
こ
と
で
、

学
び
や
す
い
生
徒
も
い
る
）こ

と
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

本
校
の
１
学
期
の
研
究
推

進
委
員
会
で
も
、
「
知
識
の
習

得
に
は
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
は
効
果

的
だ
が
、
思
考
力
・
判
断
力
を

身
に
付
け
る
に
は
課
題
が
あ

る
」
と
い
う
意
見
が
出
る
な

ど
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
効
果
的

に
活
用
す
る
た
め
の
研
究
も

進
ん
で
い
ま
す
。
２
学
期
は
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
授
業

で
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
お
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
点
目
の
課
題
は
、「
将

来
の
夢
や
目
標
の
明
確

化
」。

⑤
「将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ

て
い
る
」
で
は
、
全
国
に
比
べ
、

３
．
９
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し

た
。
中
学
生
か
ら
見
れ
ば
、
将

来
の
選
択
肢
が
多
く
、
自
分

自
身
の
適
性
や
興
味
関
心
を

ま
だ
十
分
に
理
解
で
き
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

目
先
の
高
校
進
学
だ
け
で
は

な
く
、
様
々
な
職
業
や
生
き

方
・
も
の
の
見
方
や
考
え
方

に
つ
い
て
、
調
べ
た
り
、
考
え

た
り
す
る
機
会
を
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。
保
護
者
を

は
じ
め
地
域
の
方
々
と
の
関

わ
り
の
な
か
で
、
身
近
に
働

く
人
の
話
を
聞
く
こ
と
を
働

き
掛
け
る
な
ど
し
て
、
生
徒

が
将
来
の
夢
や
目
標
を
具
体

的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

三
点
目
の
課
題
は
、「
困
り

ご
と
へ
の
相
談
」。

⑥
「
困
り
ご
と
や
不
安
が
あ

る
時
に
、
先
生
や
学
校
に
い

る
大
人
に
い
つ
で
も
相
談
で

き
る
」
で
は
、
６
２
．
３
％
（
全

国
に
比
べ
、
５
．
１
ポ
イ
ン
ト

下
回
っ
た
）
で
し
た
。
生
徒
が

抱
え
る
悩
み
や
不
安
は
、
多

種
多
様
で
あ
り
、
相
談
し
に

く
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

学
校
に
は
、
担
任
の
先
生
だ

け
で
な
く
、
教
科
担
任
や
生

徒
会
専
門
部
活
動
で
関
わ
る

先
生
、
部
活
動
の
顧
問
な
ど
、

様
々
な
先
生
と
の
間
に
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
学
校
相
談
員
の

田
中
先
生
や
、
Ｓ
Ｃ
の
長
野

先
生
、
別
室
登
校
支
援
員
の

林
先
生
、
図
書
館
司
書
の
酒

井
先
生
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
大
串
さ
ん
、
浦
川
さ

ん
も
お
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
本
校
で
は
、
毎
月
一

回
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

気
兼
ね
な
く
記
入
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
し
、
誰
に
相

談
を
し
た
い
の
か
も
書
い
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
生
徒

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
時
間

や
場
所
を
確
保
し
、
相
談
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
に
は
、
保
護
者
と

の
連
携
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
や
相
談
窓
口

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。

最
後
に
⑧
「
私
は
、
地
域
の

文
化
や
歴
史
を
誇
り
に
思
い
、

ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
と

考
え
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
、

生
徒
は
８
１
％
と
比
較
的
高

い
数
値
で
す
が
、
例
年
後
期

の
評
価
で
下
が
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
１
学
期
末
は
、
平
和

学
習
や
地
域
の
夏
祭
り
が
あ

り
、
活
動
が
活
発
で
し
た
が
、

２
学
期
も
地
域
の
祭
り
（
若

宮
稲
荷
神
社
の
お
宮
日
）
や

親
睦
行
事
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
）
、
学
校
行
事
（
き
れ
い

な
町
づ
く
り
清
掃
活
動
）
な

ど
続
き
ま
す
。
地
域
の
様
々

な
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

視
野
を
広
げ
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育
ん

で
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第 １８ 号 桜中だより 令和６年９月２４日

いよいよです。子供たちの成長、すごいです。

考

察

Ｓ帽・日傘・アームカバーを登下校時に使用（着用）

することを可とする。ただし、派手でないものを

使用（着用）すること。生徒玄関で着脱すること。

（熱中症や紫外線から自分の健康を守るため）

桜中ルールの見直し


